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（仮称）町田市障がい者福祉計画 

21-26（案） 

パブリックコメント実施結果 

 

「（仮称）町田市障がい者福祉計画 21-26」の策定にあたり、

下記のとおり意見を募集いたしました。貴重なご意見をお寄せいた

だきありがとうございました。ご意見は本計画の策定および今後の

市政の参考にさせていただきます。 

 

１ 募集期間 

  ２０２０年１１月１０日～２０２０年１２月９日 

  

２ 意見の募集方法 

  町田市ホームページへの資料掲載の他、公共施設で資料の閲

覧・配布を行いました。 

 

３ お寄せいただいた意見の内訳 

  １２９名の方から２３5 件のご意見をお寄せいただきました。 

（回答者属性：障がいのある方本人９５名、当事者家族１４名、事

業所職員２名、支援者１名、町田市外にお住まいの障がいのある

方本人１名、一般市民１名、不明１５名） 

※意見の提出用紙には回答者属性に関する項目は設けていない 

ため、ご意見の内容から集計しています。 
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分野別の意見件数   

  分野 件数 

第１章 基本理念 1 

  基本視点 1 

  基本目標 1 

  計画の位置づけと期間 4 

第２章 １ 学び、文化芸術、スポーツ活動のこと 17 

  ２ 暮らすこと 108 

  ３ 日中活動・働くこと 22 

  ４ 相談すること 14 

  ５ 家庭を築くこと・家族を支えること 8 

  ６ 保健・医療のこと 10 

  ７ 情報アクセシビリティのこと 5 

  ８ 生活環境と安全・安心のこと 19 

  ９ 差別をなくすこと・権利を守ること 1 

  10 行政サービスのこと 6 

  11 理解・協働のこと 14 

第３章 計画の実現に向けて 1 

その他 その他 3 

  総計 235 
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ご意見の概要と市の考え方は次のとおりです。 

 

※とりまとめの都合上、いただいたご意見は要約し掲載していま

す。また、同様のご意見は集約しています。 
 

番号 ご意見 市の考え方 

第 1 章 計画の基本的な考え方 

1 基本理念 

1 この基本理念の実現を目指すのであ

れば、障がい者に対する接し方を幼

少期から学ぶ必要があるのではない

でしょうか。海外では、じつにさり

げなく障がい者をフォローしてくれ

ます。「身体」「視覚」「聴覚」「高

齢者」「子育て」それぞれの「接し方」

の授業があるといいですね。実際の

当事者が授業に参加すればもっとい

いと思います。個人のマナーの問題

で片づけないでください。幼い時か

ら学べていないのであれば、学ぶ機

会を作ったり一緒に何かする機会を

作ったりすることもいいでしょう。 

町田市教育委員会では都立の特別支

援学校に通う小・中学生が住んでい

る地域の小・中学校に副次的な籍を

もち授業等への参加などを通じた交

流をはかることで、学齢期から障が

いについて理解を推進するとりくみ

を行っています。町田市子ども発達

支援計画においてもこのような交流

や共同学習を推進していくことが記

載されています。 

本計画としても、町田市子ども発達

支援計画や教育分野の部門計画と整

合を図るとともに、市民・事業者等

の障がい理解を広げる取り組みをす

すめてまいります。 

いただいたご意見はその際の参考に

させていただきます。 

2 基本視点 

2 ＜１基本理念視点（３）さまざまな

障がいや個別の状況に配慮する＞

で、「視聴覚の障がいをあわせもつ

など、…」と例示されたのはとても

よいと思いますので、「重複障が

い」もあるという状況をさらに明確

に記述する方がなお良いと考えま

す。以下、修正文案を提案いたしま

す。 

→施策の検討・実施にあたっては、

性別、年齢、国籍、障がいの状態、

ご指摘をふまえ該当部分の文言を修

正いたします。 
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生活の実態などのほか、発達障が

い、難病、高次脳機能障がい、視聴

覚の障がいをあわせもつなどの重複

障がいといった、個別の状況に十分

留意します。 

 

3 基本目標 

3 目標２について 

発達障がいは知的、精神より新しい

障がい名です。今現在 20 代から 40

代ぐらいの方は発達障がいの支援教

育を受けることなく、不登校や引き

こもり、そして精神障がい者として

の受診を余儀なくされた方もいま

す。苦しい道のりだった発達障がい

の方のために、知的や精神と同様あ

るいはそれ以上（新しいので）に差

別なく発達障がいの理解を促進して

ほしい。 

本計画はさまざまな障がいや個別の

状況に配慮してすすめていくことを

基本視点（大切にする考え方）とし

ています。 

いただいたご意見につきましては、

「理解・協働のこと」の分野におけ

る重点施策である理解促進研修・啓

発事業に取り組む際の提案として受

け止めさせていただき、今後の参考

にさせていただきます。 

4 計画の位置づけと期間 

4 「町田市障がい者計画」と「町田市

障がい福祉事業計画」を一体的に策

定した計画であるということです

が、「計画の基本的な考え方」や「計

画の実現に向けて」の内容が 6 年更

新であり、今回のようなパブリック

コメントは 6 年に 1 回に減ってしま

うと聞いています。6 年に 1 度の更

新は少なすぎるため 1 年に 1 度また

は 3 年に 1 度の見直しと市民による

評価や意見が必要なのではないでし

ょうか。（同様意見他３件） 

障がい者施策を計画的かつ効果的に

推進するためには、長期的な展望も

必要であると考えております。 

本計画では、障がいのある市民を対

象とした実態調査の結果などを踏ま

え、長期的に実現を目指す基本目標

や基本理念等を計画の「第１章基本

的な考え方」にまとめております。 

この内容に関しては「第２章町田市

がとりくむこと」で記載される短期

的なとりくみの積み重ねによって達

成される性質のものであると考えて

おります。 

第２章につきましては、３年後に見

直すこととなりますが、その際に長
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期的な展望を意識して見直しするこ

とで、一貫性のある障がい施策の推

進が可能になると考えております。 

なお、いただいたご意見のうち、市

民による評価や意見が必要ではない

かということにつきましても重要な

ご指摘であると認識しております。

３年後に第２章を中心とした見直し

を行う際には市民のみなさまのご意

見をうかがう機会を設けます。 

第 2 章 町田市が取り組むこと 

１学び、文化芸術、スポーツ活動のこと 

5 成瀬体育館の会議室を利用してサウ

ンドテーブルテニスをしていますが

会議などあれば使えません。自由に

何時でも使える部屋を用意してくだ

さい。また、専用のプレイ台が無い

ため、成瀬体育館では、数十台ある

卓球台の中からサウンドテーブルテ

ニスで使用が認められている台を見

つけ会議室に搬入、手作りの枠（持

ち込み）の取付け、会場設営などを

行つています。このようなことが

年々難しくなっているため専用のプ

レイ台の設置を切に願います。（同

様意見他２件） 

スポーツ活動に関する主なとりくみ

として、引き続き、障がいがある人

がスポーツを楽しめる機会の提供や

環境整備などをおこなっていくこと

を明記しております。 

いただいたご意見はこのとりくみを

進める際の参考にさせていただきま

す。 

6 ボッチャやスティックボールで使用

する道具一式をスポーツ施設で保管

及び管理してほしい。 

7 障がいがあるため健常者と同等にス

ポーツをすることができません。体

にハンディのある人々が、安心して

活動できる施設がないので、障がい

者・高齢者専用施設を設置してほし

い。町田市に単独で設置できないな

らば近隣の施設が使えるように交渉

してください。（同様意見他 1 件） 
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8 町田市障がい者スポーツ大会ではサ

ウンドテーブルテニスは行われてい

ません。これでは視覚障がい者はこ

の大会に参加するなといっているの

に等しく、参加へのバリアになって

いるといわざるを得ません。 

スポーツ大会では、障がいの種別に

関わらず全ての方にスポーツを楽し

んでいただくため、会場の一部でボ

ッチャ教室などの開催に取り組んで

います。 

より多くの方にご参加いただけるよ

う、競技プログラムの改善を検討し

てまいります。 

9 既存の市内各施設を障がい者・高齢

者等が優先的に利用できるようにし

てほしい。 

既存の市内各施設の利用に関するご

意見として賜り、今後の参考にさせ

ていただきます。 

10 

青年学級はいつもすぐに定員が埋ま

ってしまって入れないようですが、

定員を増やすような施策は考えてお

られるのでしょうか？ 

２０１９年度、２０２０年度とも

に、希望者全員が参加しています。

定員増のために、青年学級を支える

支援者確保に向け、Twitter、

YouTube、大学への出前講座、教育実

習生の受け入れ、市民に向けたコン

サート活動などを通して多くの方に

障がいのある人の学びの大切さを伝

えていきます。 

11 

月に 1～2 回、発達障がい者(精神障

がい者を含む)が卓球などのスポー

ツをできる場所と教えていただける

ボランティアスタッフ(発達障がい

者精神障がい者に理解のある)の確

保を。（同様意見他１件） 

発達障がい、精神障がいのある方に

ご参加いただける「障がい者卓球教

室」を町田市立総合体育館等で開催

しています。いただいたご意見につ

きましては、障がいがある人がスポ

ーツを楽しめる機会の提供や環境整

備などをおこなっていく際の参考に

させていただきます。 

12 

発達障がい当事者の余暇活動がまだ

充実していない。障がい者の余暇活

動の枠に発達当事者が楽しめる企画

を継続的に開催できるよう入れてほ

しい。まちプラの土日開設があると

よい。 

障がい種別にかかわらず障がいがあ

る全ての人の余暇活動が充実するよ

う取組をすすめます。まちプラは以

前は土曜日も開所していましたが、

利用者のニーズ調査を行った結果、

平日日中の開所の希望が多かったこ

とから、取りやめた経緯がございま

す。 
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今回いただいたご意見については各

事業を推進する際の参考にさせてい

ただきます。 

13 インクルーシブスポーツについて、

具体的にどういうものを想定してい

るのか良く分からないのですが、

「ゆるスポーツ」のようなものを取

り入れて、スポーツ弱者と言われる

人たちが楽しめるような企画をお願

いしたいです。 

スポーツ活動に関する主なとりくみ

として、引き続き、障がいがある人

がスポーツを楽しめる機会の提供や

環境整備などをおこなっていくこと

を明記しております。 

いただいたご意見はこのとりくみを

進める際の参考にさせていただきま

す。 14 スルーネットピンポンは台、ネッ

ト、ラケット等はサウンドテーブル

テニスと同じですが、ラリーを目的

としているので、視覚障がい者以外

の方も健常者の方も楽しめるスポー

ツです。この環境を作ることで、障

がい者理解は進むと悪います。 

15 

「まなびテラス」は基本的に文字の

読み書きや小・中学校程度の学力を

身みにつけたい方のための学習会で

あって、障がい者に向けたものでは

ないのでは？これをここに入れるこ

と自体があまりにも安直すぎるよう

な気がするのですが・・・。 

「まなびテラス」は対象を「16 歳以

上のどなたでも」としております。

その中には不登校経験者や外国籍の

方、そして発達障がい、高次脳機能

障がいや視覚障がいがある人も参加

している実情があります。 

このような実績を踏まえ、障がいが

ある人の社会教育において、ひとつ

の選択肢になるのではないかと認識

しています。 

16 障がいがあっても、自分の夢や将来

のために、大学等に進学したり働き

たいと思う障がい者はいると思う。

制度が整っていないという理由でそ

ういった希望が失われるのはとても

悲しいことだ。そういった思いを抱

いている障がい者たちの挑戦する気

持ちや可能性が広がるように、大学

等や職場でヘルパーを使えるような

仕組みを整えてほしい。 

学業や雇用の場面におけるヘルパー

利用にニーズや課題があることにつ

いては市として認識しております。

他市とも連携を図りながら国や都へ

の課題提起や要望をしていくことに

ついて検討していくとともに、引き

続き、他のサービスも含めどのよう

なことができるか研究してまいりま

す。 
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17 ＜「１学び、文化芸術、スポーツ活

動のこと」の【社会教育（生涯学

習）】＞関連で、ここでの障がいや

支援を必要とする人は、「来館が困

難な人」だけでなく、“紙媒体によ

る通常の文字を読むのが困難な人”

にも当たります。そうした人たちの

ための“個々の支援”になりますの

で、以下のように修正文案を提案い

たします。また“読書バリアフリ

ー”の語を追記して補足いただけま

すと幸いです。 

→・市立図書館では、視覚障がいが

ある人や肢体不自由や寝たきり等で

来館が困難な人や、紙資料による通

常の活字を読むのが困難な方のため

に、対面朗読をはじめ、資料貸出

（点字、録音、CD、DVD、一般図書

等の宅配含む）をおこない、学習を

支援しています。…中略…また、

2019 年度には、「視覚障がい者等

の読書環境の整備の推進に関する法

律」（読書バリアフリー法）が施行

され、視覚障がいがある人等の個々

の読書環境のバリアフリー化の推進

が求められています。今後、必要に

応じて国や都、近隣市などとも連携

してとりくみます。 

いただいたご意見を参考に、該当部

分の文言を修正いたします。 

 

２暮らすこと 

18 65 歳になるまで障がい福祉サービ

スを利用してきた低所得の高齢障が

い者が、引き続き障がい福祉サービ

ス相当を利用できるようになった

が、「障がい者の望む地域生活の支

援」としては、慣れている障がい福

祉サービスを利用できるようにして

ほしい。 

65 歳以上の方のサービスの利用につ

いては、介護保険制度優先の原則が

ありますが、介護保険では受けられ

ないサービスがある場合等、個別の

事例ごとに支給決定をしているとこ

ろです。 
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19 

身近な方々が相次いて市外の施設に

移らざるを得ない現実を目の当たり

にし、心が痛みます。町田で暮らせ

る方法を確立してほしい。財政面で

いえば、受益者負担もある程度はあ

ってもよいのでは、と思う。 

親なき後も住み慣れた町田市で暮ら

し続けられるように、重点施策３・

５に記載のとおり、地域生活支援拠

点等の整備や重い障がいがある人の

利用できるグループホームのあり方

の検討等にとりくみます。 

計画の推進にあたっては、いただい

たご意見をふまえ、施策にとりくん

でまいります。 

 

20 
この度、私は精神病院に入院しまし

た。入院には親が高齢化して難儀し

ました。親亡き後の生活が不安で

す。皆さんの障がい者への理解が必

要と考えます。（同様意見他２件） 

いただいたご意見をふまえ、本計画

にかかげる２つの基本目標である

「地域での暮らしを生涯にわたって

支える仕組みをつくる」こと、「障

がい理解を促進し、差別をなくす」

ことにとりくんでまいります。 

21 一人暮らしを希望する知的障がい者

や発達障がい者はいるし、親亡き

後、自宅でそのまま暮らしたい障が

い者もいると思う。そういう人たち

を支援するサービスを考えてほしい

です。 

地域生活支援拠点はグループホーム

等に入ることを目的にしているよう

ですが、親亡き後も自宅に住み続け

ることも目的として欲しい。 

「2 章 2 暮らすこと」の記載のとお

り、グループホームだけでなく、一

人暮らしも含めた、本人の希望に応

じた地域での暮らしができるような

支援にとりくむ旨記載しておりま

す。 

いただいたご意見は、施策にとりく

む際の参考にさせていただきます。 

22 私が入院するたびに障がいのある娘

の日常生活のことで大変な思いをし

ています。（娘はグループホームを

利用していますが）土日の宿泊は基

本していないといわれ、決められた

時間数しかないガイドヘルプ利用

（時間数をこえたら実費）、有料の

宿泊（時には移動手段も有料）利用

でなんとかしのいでいますが、何の

ためのグループホームなのか、親な

き後はどうなってしまうのか心配で

仕方がありません。 

個別のご相談につきましては、相談

窓口において丁寧な対応に努めてま

いります。 
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23 

将来はグループホームを希望してい

ますが、現在はマンパワー不足で娘

のような全介助ですと利用が厳しい

です。体制整っていきますよう対策

をお願いします。 

重い障がいのある人のグループホー

ムの整備について、重点施策５のな

かで、町田市に計画的にグループホ

ームを整備していくための検討を行

ってまいります。 

いただいたご意見は施策にとりくむ

際の参考にさせていただきます。 

24 

グループホームについて。精神障が

い者、発達障がい者の知識や理解を

有する方が運営するグループホーム

を開設していただく。そして、精神

障がい者、発達障がい者の知識や理

解を有するケアマネージャーのよう

な方にも関わっていただく。 

いただいたご意見を参考に、グルー

プホームの開設相談の際にニーズを

伝えさせていただきます。 

また、「ケアマネージャーのような

方にも関わってもうらう」というご

意見については、計画相談支援事業

所においてそういった役割を担える

よう、市内事業所の支援力の向上に

努めてまいります。 

 

25 重い障がいのある方のグループホー

ムを計画的に整備していくための検

討とありますが、現在、ご家族の高

齢化に伴い、重い障がいをお持ちの

方の次なる生活の拠点の少なさは、

急を要する課題だと考えます。具体

的な目標値を定め、取り組んでいた

だきたいと思います。（同様意見他

２件） 

重い障がいのある方のグループホー

ムが市内に少ないことにつきまして

は、市としても課題として認識して

おります。 

いただいたご意見は、重点施策５の

会議に引継ぎ、検討の際の参考とさ

せていただきます。 

26 グループホーム事業所開設推進につ

いて、この 5 年で多くのグループホ

ームができたが、多くが障がい者ビ

ジネスとして新規参入した株式会社

等が大半で、サービスの質や地域の

ニーズに十分対応した施設になり得

ていないことが少なくない。行政は

新設の事業者に対し障がい者計画・

障がい福祉事業計画の内容説明や地

域のニーズについての周知を事業者

に徹底してもらいたい。 

現在も、グループホームの新規開設

相談の際には地域のニーズなどを伝

えています。いただいたご意見を参

考に、今後も計画や地域ニーズの周

知を徹底してまいります。 
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27 グループホーム・ショートステイに

ついて 

数は増えているようですが依然とし

て一人ひとりのニーズに合ったホー

ムは少なく、ショート利用も希望者

による抽選や申し込み順が行われて

いるので、利用の実績だけでなく希

望者の人数も考慮してください。ま

た、利用者のニーズに応えている希

望者の多い事業所については、その

サービスが継続拡大できるような支

援をしてください。特に重度行動障

がいや医療的ケアのある人を受け入

れてくれるところが少ないです。

（同様意見他１件） 

重度の行動障がいや医療的ケアの必

要な方の利用できるグループホー

ム・短期入所事業所が不足している

ことについては、市も課題として認

識しております。 

重い障がいのある方の利用できる短

期入所事業所の基盤整備については

重点施策１１においてとりくむ予定

です。 

 

28 市内のケアホームでくらしています

が、大人の人だけでくらすのは限界

です。大人の人が子供と一緒にくら

す施設が出来るようにしてくださ

い。せめて、幼稚園の園児の人とく

らしたいです。また、ケアホーム・

各グループホームを、大人だけでく

らすのは廃止して、子どもを受け入

れてほしいです。大人の人が子供と

一緒にくらすのは、もっといろんな

楽しい事が増えるからです。 

障がいのある大人と幼稚園の子ども

が一緒にくらせるケアホーム・グル

ープホームについて、市では、そう

いった施設を今後開設する予定はあ

りません。 

29 
障がい者が自立した生活ができるた

めに市営や都営住宅の拡充が必要で

す。公共の住宅に応募してもなかな

か当たらないし、まして一人で住む

公立の住宅が、ほとんどないです。

新設が無理なら UR の空き部屋など

の活用をお願いします。 

公営住宅について、単身世帯向けの

住宅の需要が高く、供給が追い付い

ていない状況にあります。空き部屋

はファミリー向けの物件となってお

り、町田市としても、東京都等に単

身向け住宅の拡充の要望を出してい

るところですが、引き続き要望を続

けてまいります。 

30 JKK 等で、障がいに応じた建物の改

装などが適切にできない事例があり

ます。柔軟な対応をお願いいたしま

す。 

JKK については、民間事業者のため町

田市は指導・監督する権限がありま

せん。公営住宅については、いただ
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いたご意見を参考に要望を伝えてま

いります。 

31 重点施策 4 に掲げている保健・医

療・福祉関係者の定期的な連携は実

現可能なのでしょうか。それぞれ多

忙であり時間的な問題があるように

思います。 

精神障がいにも対応した地域包括ケ

アシステムの構築は、国の指針にも

成果目標が示されており、町田市と

しても重点施策として取り組んでま

いります。 

32 重点施策 4 

町田は、八王子地域と一緒に精神障

がい者の地域移行を進めているはず

だが、実際のところ、町田市内の精

神病院への地域移行の支援は具体的

に始まっているのでしようか?近

年、ピアサポーター、ピアカウンセ

ラーとして地域移行の手伝いをした

いという方が増えてきています。具

体的な目標値を掲げ、支援したい人

と、地域に戻りたい人がつながるよ

うなルートづくりをして欲しいので

す。 

いただいたご意見は、「保健・医

療・福祉関係者による会議体」にお

ける協議のなかで参考にさせていた

だきます。 

33 障がい者が、いつでも利用できるタ

クシー券支給制度を設けてくださ

い。（同様意見他 74 件） 

いただいたご意見をふまえ、タクシ

ー券等も含めた、障がい者の移動や

アクセスを保障するための方策のあ

り方の検討を行うことを「2 章 2 暮

らすこと」の「主なとりくみ」に記

載します。 

 

34 地域生活支援拠点等がイメージでき

ませんでした。これは、障がい者支

援センターの機能になりますか？現

在支援センターは民間の運営になっ

ていますが、支援センターの業務が

膨大になっていくと次の委託先が見

つかるのか気になります。業務が継

続して充実したものになるよう希望

いたします。 

町田市における地域生活支援拠点等

は、地域の障がい者支援センターを

中心とした面的整備を行います。障

がい者支援センターが中心となり、

短期入所や相談支援事業所、日中活

動サービス事業所等の地域資源を活

用し、コーディネートを行うことで

当事者の地域生活を支える体制につ

いて検討してまいります。 
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35 視覚障がい者の目となるスマホの日

常生活の拡大読書器としての加入

（スマホで文章・色の認識・拡大

鏡・道案内他） 

日常生活一覧の補助金額の見直し

（記載されている基準額の現状に合

った額に変更を希望） 

日常生活用具の品目の見直しについ

ては、近隣区市町村の状況等を注視

しながら研究してまいります。 

 

36 

発達障がいに特化した内容の冊子作

成、配付。また、拠点となる各支援

センターごとに専門知識のある相談

員を常に配置。（冊子に特に記載し

てほしい内容）成人の当事者及びそ

の家族のために提供している支援サ

ービス。 

現状では、町田市では発達障がいに

特化した冊子等は作成しておりませ

んが、障がい種別に関わらない「町

田市障がい者サービスガイドブッ

ク」にて、網羅的なサービスのご案

内をしております。発達障がいにつ

きましては、東京都発達障害者支援

センターのホームページ等で相談機

関の一覧を掲載しております。 

東京都発達障害者支援センターにお

いて専門相談を受け付けているほ

か、町田市では障がい福祉課・地域

の障がい者支援センター・保健所・

児童発達支援センター等が相談窓口

となっております。成人の当事者の

障害福祉サービス等の利用について

は、地域の障がい者支援センターが

相談窓口となります。冊子の作成に

ついてはご意見として賜り、今後の

施策の参考にさせていただきます。 

37 【訪問系サービス】 

現場感覚としてとても疑間を持たざ

るを得ない見込み量です。居宅支援

も、重度訪問介護も、また同行援護

も行動援護さえ、「必要としている

人」が受けられていない現状がある

からこそこんな数値で済まされてし

まうのでは?と思わざるを得ないよ

うな数値です。時間数が足りず我慢

している現状があり、結果的にボラ

ンティアで埋めざるを得ない現状は

障害福祉サービス等の見込み量につ

いては利用実績の伸び率や将来的な

利用人数の増加等も加味して検討し

ております。 

一方で、訪問系サービスについて

は、ヘルパーの人手不足が背景にあ

り、利用時間数が実際のニーズより

も少なく抑えられてしまっているの

ではないかというご指摘もいただい

ているところです。 
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とても健全な福祉サービスとは言え

ない。「求めたサービスが得られな

い!」という声が市中に蔓延するこ

とこそが、「必要な人が支援を受け

られなくなる」一番の原因だと自覚

しもう一度この数値見込み量を見直

していただきたいです。 

いただいたご意見を参考に、福祉人

材確保に取り組むとともに、障がい

のある方の様々なニーズに応えられ

るよう、計画の推進にあたっては、

より丁寧なニーズの把握につとめて

まいります。 

38 地域生活支援事業の訪問入浴サービ

スについて、現時点で利用枠に空き

がなく、利用したくても出来ない人

がいるが、見込量（30 人）に変化

がありません。人数を増やしていく

ことを検討してほしい。 

現時点では、利用者すべてのニーズ

に応えられていない状況があること

を認識しております。 

訪問入浴サービスは、訪問入浴サー

ビス事業を実施している町田市社会

福祉協議会に対し町田市が事業補助

を実施しています。町田市社会福祉

協議会への補助を継続するととも

に、同サービスの効果的な運営につ

いて検討してまいります。 

 

 

39 訪問入浴サービスの事業所数を増や

すことも必要ですが、同性スタッフ

のサービスの提供ができないと、利

用に結びつかない例もあります。性

別を無視してはできないサービスだ

と思います。より中身も充実できる

方向性になるとよいです。 

 

40 重度訪問介護の外出加算の中に通院

加算も含まれると考えられているよ

うだが、外出は社会参加と余暇活

動、通院は身体を維持するために必

要不可欠なものである。この２つは

別々に考え、それぞれ算出するべき

ではないのか。 

また、各加算の性質の項目に、「目

的外の利用はできない」という文言

があるが、せめて「利用すると見込

まれる時間」に文言を変更できない

ものか検討してほしい。 

町田市の重度訪問介護の支給基準に

ついては、市内事業所や障がい当事

者と協力して検討会を開催し、２０

１６年に作成いたしました。 

同基準については、その後も市内事

業所や障がい当事者と毎年意見交換

会を行っております。いただいたご

意見等は、今後の見直し等も視野に

いれ、検討の参考とさせていただき

ます。 

41 

重度訪問介護の就寝時加算は現在３

時間しか認められていないが、重度

障がい者にとって、３時間では到底

足りず、基本時間から補填せざるを
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得ないため、日中に十分なサービス

が受けられなく可能性も出てくる。 

睡眠時間は障がいがあってもなくて

も必要なものである。「加算」とい

う形ではなく、必要な場合には、必

要な分だけの介助時間数を追加でき

るような仕組みをお願いしたい。ま

た、加算が認められるのにかなりの

日数がかかる場合も多く、申請自体

を諦めてしまうこともあると思う。

申請があった場合にその都度会議を

開くことなど、今よりも使いやすい

仕組みを作っていただきたい。（同

様意見他４件） 

42 

P17 に「必要としている人が支援を

受けられるように周知していく必要

がある」とあるが、具体的にどう同

知するのか?また、周知しても実際

にサービスが思うように受けられな

い経験をすると、かえって失望させ

ることになりかねないので、現状を

踏まえながらより具体的な支援目標

を立てて欲しいです。 

計画策定にあたり実施した調査にお

いて、サービスを使わない理由とし

て「障害福祉サービスのことを知ら

ない、分からない」と答えた人が多

かったことから、市では、サービス

の周知をはかっていくことが必要と

考えています。 

７ 情報アクセシビリティのことの

主なとりくみ・重点施策１５に記載

のとおり、障害者手帳を持っていな

い人やサービスや支援機関を利用し

ていない人も情報を取得しやすいよ

う、分かりやすい情報提供につとめ

てまいります。 

 

 

３日中活動・働くこと 

43 市内には、生活介護事業所、特に医

療的ケアや重い障がい(車椅子利用

者含む)のある人の学校卒業後の受

け入れ先が圧倒的に足りない。市内

の拠点ごとにその様な場があれば、

一ヵ所に集中することなく、受け入

れ体勢にゆとりが出来る。事業所開

新規開設だけでなく既存の事業所も

含め、特に重い障がいがある人の受

け入れ先が増えるよう、重点施策６

の中でとりくんでまいります。本計

画では生活介護の利用者数の見込量

を設定し、見込量に合った支援体制

が確保できるよう施策を推進してま
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設の積極的な支援をお願いしたい。

（同様意見他 3 件） 

いります。なお、見込量の中には、

重い障がいや医療的ケアのある人も

含まれます。また、特定の事業所に

集中する現状については、地域ごと

のニーズを把握し、それをふまえた

うえで開設を促進してまいります。 

44 生活介護事業所、重い障がいや医療

的ケアのある人の受け入れ先は量・

質ともに明らかに不足している。医

療職を含めた人手不足や金銭的な問

題で、何処もギリギリの状況。市は

ヘルパーの育成や事業所への紹介な

ども同時に考えないと、言葉の一人

歩きになってしまう。具体的な対

策・目標を計画に盛り込み、事業所

との情報共有や手厚い支援をお願い

したい。（同様意見他 1 件） 

事業所支援のあり方については重点

施策６、人材対策については重点施

策 20 のとりくみで、年度ごとに具体

的な目標値を設定し推進してまいり

ます。 

45 強度行動障がいについて、研修等も

あるようですが、研修を受けてもそ

の内容が実践されているのか疑問で

す。座学のみの研修では、その内容

を実践する人はごくわずかな上に、

職場にそのやり方を受け入れる土壌

がないと実践されないという話を聞

きました。好事例集を作っても実践

されないのでは意味がないと思いま

す。好事例集を活用するための方策

を考えてほしいと思います。 

重点施策６の中で、好事例集の活用

に向けた検討を行います。いただい

たご意見をふまえ、実際に事業所で

実践できるような方策についても検

討してまいります。 

46 医療的ケアのある重症心身障がい者

が利用出来る短期入所施設が、慢性

的に不足しています。コロナ禍で尚

更、市内の短期入所先を利用するこ

とが家族としても安心できるのでは

と考えます。町田市内に新施設の開

設を切に期待しているとともに、既

存の事業所への改修改築、看護師配

置などの予算措置を引き続き望んで

います。 

医療的ケアを含めた特に重い障がい

がある人のニーズが高いことをふま

え、短期入所の開設促進をはかって

まいります。改修や改築の費用補

助、看護職員等の配置加算は、東京

都の制度があります。 
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47 重度の身体障がいで、今まで利用で

きた 1 日だけのショートステイが、

このコロナ状況下で利用できなくな

りました。施設側の利用基準が変わ

り、3 日以上の長期利用のみ。私た

ち家族や本人の自立に向けた練習も

できず、困惑しています。従来通り

1 日ショートステイができるよう対

策をお願いします。 

新型コロナウイルスに感染した場合

の重症化リスクなども考慮して、各

事業所において利用基準を検討して

いる実情があります。今後も支援の

あり方などについて注視してまいり

ます。 

48 市内には就労支援Ａ型が 1 つしかな

い。Ａ型を含め、作業所を増やして

ほしい。発達障がい者のさまざまな

特異性に適した選択ができるよう作

業の種類を多様化し、それぞれの特

徴を生かせる就労支援、事業所を支

援、検討して欲しい。（同様意見他

1 件） 

就労継続支援Ａ型は雇用契約にもと

づくため、最低賃金の確保が必要で

す。事業所は厳密な運営体制が求め

られており、事業者にとっては容易

には開設しづらい現状があります。

Ａ型事業所が少ないこと、多様な作

業のニーズがあることをふまえたう

えで、開設を促進してまいります。 

49 

障がい当事者の日中活動の場の充実 

単に場所だけでなく、通所の楽しみ

や生きがいを実感出来る場所にして

欲しいと思います。 

通所してもつまらない所だと苦痛と

感じ逆効果になります。 

事業所の第三者評価では、利用者か

らアンケートで意見を伺う機会があ

ります。各事業所に対する意見を活

かして運営を改善できるよう、事業

所の第三者評価受審の促進にとりく

んでまいります。また、いただいた

ご意見をふまえ、日中活動系事業所

の開設相談の際には、充実した活動

内容の重要性について、事業者に対

し説明してまいります。 

50 日中活動については地域ニーズとも

対応するため、単にケース紹介では

活動拡大になるかははっきりしな

い。モデル事業を実施もしくは研究

調査して、その効果について報告・

公表すべきである。特に、市事業で

ある障がい者スポーツ大会、まちだ

ミュージックフェスティバル、障が

い児スポ教室、障がい者青年学級に

ついてはその意義・効果について利

用者・福祉事業所のアンケートや第

いくつかの市事業に関しては、事業

所へのアンケートの他、効果も含め

た事業報告の公表など、部分的に実

施しているところです。いただいた

ご意見を参考に、今後の施策に活か

してまいります。 
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三者評価など定期的に評価し、その

結果を公表すべきである。 

51 肢体障がい者でも、合併症として精

神障がいになる方も多くいます。こ

ういう方は、特に自宅にこもりがち

になります。人手は必要ではありま

すが、酷くなった人に支援を向ける

のではなく、軽度の人も重複の人も

利用できる医療、福祉、保健を、こ

のコロナ禍だからこそ安全なコミュ

ニテイやカウンセリングや相談ので

きる地域活動センターを各地区に設

置、活動できるような支援方針を構

築して欲しい。 

各地域の障がい者支援センターで相

談等の支援をおこなっています。ま

た、地域活動支援センターまちプラ

では、各種プログラムや相談支援を

実施しています。地域活動支援セン

ターの増設は予定しておりません

が、ご意見として承ります。 

52 「専門知識を持った方を中心とし

て、精神・発達障がいの青年たちが

安心して集える場所を確保してくだ

さい」自己肯定感を高めた当事者が

親亡き後も安心して暮らすことがで

きるのは、老齢の親にも安心なこと

です。小さなことでもよいので、人

のため社会のために役立つことをす

る幸福感を感じて、健康的な生活が

できるような工夫を共有していける

拠点を是非町田に作ってください。

青年学級や障害者卓球教室の参加者

のほとんどは身体・知的障害の方が

中心だと思います。 

自主活動やピアサポート等の事例研

究のとりくみの中で、いただいたご

意見を参考にさせていただきます。 

53 身体障がいで様々なサポートが必要

なため、就労先を見つけるのに大変

苦労した。現在、重度訪問介護を利

用して就労することは認められてい

ない。職場介助等助成金等は条件が

多く、誰もが利用できるものではな

い。働きたいのに働けない･能力が

あるのに発揮する場所がない現状の

就労場所は広範囲にわたり、町田市

の人が様々な場所で就労するだけで

なく、市外の人が町田市内で就労す

ることもあります。市区町村にて実

施の判断が委ねられた事業ですが、

この課題は特定の市区町村だけでは

なく、より広域的なものと考えま

す。他市とも連携を図りながら国や
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制度に疑問を感じずにはいられな

い。障がい者の就労へのハードルを

解消し、多くの人が就労の場を得ら

れるよう、雇用施策との連携による

重度障がい者等就労支援特別事業を

町田市でぜひ実施してほしい。ダイ

バーシティ推進の一環として実施

し、障がい当事者の就労による地域

貢献が当たり前の社会になることを

願う。（同様意見他 1 件） 

東京都への課題提起・要望行動につ

いて検討していくとともに、引き続

き、他のサービスも含めどのような

ことができるか研究してまいりま

す。 

54 

学校卒業後、障がい者枠で企業に就

労したものの辞めた後、アルバイト

等で生活している人たちは福祉に繋

がっていない（切れてしまう）人が

多く心配になります。就業・生活支

援センターは、企業とか本人（親）

から連絡がなければ、特にセンター

の方から連絡を取ることはないのだ

と思いますが、定期的に連絡を取る

などして、繋がりが切れないように

できないものでしょうか？こういう

人たちは潜在的なサービスの利用ニ

ーズがありながら情報の入手方法や

手続き等の方法を知らなくて利用に

繋がれていないと思います。 

支援に繋がっていない人の場合は情

報がなく、就労・生活支援センター

等から連絡をとることは困難です。

ただし、支援を受けていない人が就

労の機会を求めてハローワークを利

用する場合もあることから、ハロー

ワークと就労・生活支援センターで

は日頃から連携し支援にとりくんで

います。 

ニーズがありながらも情報や手続き

方法が分からず困っている人に対し

ては、まずは利用できる支援機関を

知っていただくことが必要と考えま

す。市では、重点施策 15 など「７ 

情報アクセシビリティのこと」の分

野のとりくみの中で、分かりやすい

情報提供に努めてまいります。 

55 
精神障がい者や発達障がい者の就労

場所の確保。一般の職場の仕事内容

そのままではなく、データ入力のみ

など発達障がいの特徴を加味した限

定的な仕事や、個々の得意な部分を

活かす仕事を考える工夫をし、雇用

を生み出す提案を企業にしてほし

い。就労場所を増やし、定期的な職

場と本人との調整、定着支援をして

ほしい。 

現在、商工会議所やハローワーク、

市内企業などと連携しながら、企業

等の事業者向けのセミナーを支援し

ております。障がい特性の配慮や得

意分野を活かした内容で、企業等が

積極的に仕事を工夫し雇用を生み出

す提案ができるよう、引きつづき企

業等へ働きかけてまいります。 

また、就労定着支援サービスの利用

促進をはかり、長く働きつづけられ

るよう施策を推進してまいります。
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なお、ハローワーク、独立行政法人

高齢・障害・求職者雇用支援機構、

東京しごと財団などの機関では、障

がいがある人の就労の相談窓口とな

り、求人の開拓から職場定着支援ま

で、企業等の事業所へ専門的な支援

をおこなっています。 

56 

発達障がいに特化した冊子を作成

し、就労（一般就労、特例子会社、

就労移行支援事業所、就労継続事業

所）具体的リスト、就労実績などを

記載してほしい。これに関連して、

就労実績障がい理解と職場での定着

を目的として事業所、雇用する企業

側、ハローワーク、支援機関、そし

て本人が定期的に互いの困り感、問

題点を共有し改善に向けた話し合い

の場を設けてほしいです。 

現状では、町田市では発達障がいに

特化したガイドブック等は作成して

おりません。障がい種別にかかわら

ず、網羅的な情報を掲載した「障が

い者サービスガイドブック」の作

成・配布をおこなっております。東

京都では、東京都発達障害者支援セ

ンターのホームページ等で相談機関

の一覧を掲載しております。特例子

会社を含めた一般就労先について

は、ハローワークが相談窓口となり

ます。就労移行支援事業所、就労継

続事業所に関することは、地域の障

がい者支援センターが相談窓口とな

ります。冊子の作成については、今

後の施策の参考にさせていただきま

す。 

本人、支援機関、企業等における話

し合いの場については、支援機関に

よる就労定着支援で、支援者の職場

訪問等を通じて実施しております。 

57 
障がい者の就労支援として、単に働

く場所を作るのではなく、その当事

者自身が企業にとって必要な人材と

なるように、また当事者自身がそう

なれるように仕事がしやすい環境を

整備してもらえたらと思います。 

商工会議所やハローワーク、市内企

業などと連携しながら、企業等の事

業者向けのセミナーを支援しており

ます。このセミナーを通して、障が

い者雇用の考え方や職場環境の整備

について企業等に働きかけてまいり

ます。 
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58 市の施設を新設する際には、可能な

限り、障がい者が働く場をつくって

ほしい。 

働く場の確保とともに、広く市民と

接する機会を得ることにより、理解

を広げてほしい。 

市施設における障がいがある人の働

く場の確保について研究してまいり

ます。なお、指定管理施設において

は、指定管理者への要請事項として

障がい者雇用について掲げておりま

す。 

４相談すること 

59 

経済的な理由もあるが、医療機関に

行かない、行かれないなどで、身体

的や精神的に障がいになってしまっ

た方など少なからずいます。そのよ

うな方々に民生委員や市役所の方が

訪問し、福祉が受けられるように支

援体制を強化してほしい。（同様意

見他１件） 

重点施策１０において、課題を抱え

つつも、相談先が分からず孤立して

しまっている障がいがある人・家庭

に対して、基幹相談支援センター

（障がい福祉課）やその他関係機関

が連携し、相談支援を行えるよう、

支援体制の充実につとめてまいりま

す。いただいたご意見は施策にとり

くむ際の参考にさせていただきま

す。 

60 障がい当事者がサービスを知らなか

ったり、サービスを知っていてもど

のように生活の中で使うのか?サー

ビスを使った生活の組み立て方がわ

からない方がいます。実際に自立生

活へつなげて行けるよう介入してい

ける立場の人間は必須だと考えま

す。障がいということを前面に出さ

ずに、「困り感」についてサービス

が受けられるかもしれませんという

ようなアプローチ、初期段階から福

祉がかかわれる環境を作ってほしい

です。（同様意見他２件） 

いただいたご意見を参考に、サービ

スを知らない、サービスを知ってい

ても活用が難しい方の自立生活につ

ながるような相談支援を行えるよ

う、相談支援体制の充実にとりくん

でまいります。 

61 発達障がいに特化した冊子を作って

ほしい。記載内容として、中高校生

で障がいに気づいた人に福祉サポー

ト校（通信制・単位制の説明、高校

卒の資格取得等）都立・県立高（ク

リエイティブスクール、通信性等）

の障がい、と同時に、進路の悩みや

学習面での困難を理解し、進路の選

現状では、町田市では発達障がいに

特化した冊子等は作成しておりませ

んが、障がい種別に関わらない「町

田市障がい者サービスガイドブッ

ク」にて、網羅的なサービスのご案

内をしております。発達障がいにつ

きましては、東京都発達障害者支援

センターのホームページ等で相談機
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択肢をアドバイスできる教育面での

専門家の配置。 

関の一覧を掲載しております。東京

都発達障害者支援センターにおいて

専門相談を受け付けているほか、市

内では障がい福祉課・地域の障がい

者支援センター・保健所・児童発達

支援センター（１８歳以下）等が相

談窓口となっております。 

各窓口で相談を受けた場合でも適切

な相談先につなげるように、連携を

行ってまいります。冊子の作成につ

いてはご意見として賜り、今後の施

策の参考にさせていただきます。 

62 コロナ禍で利用を控えるサービスが

あります。サービス等利用計画のモ

ニタリングでも「コロナで利用控え

た」で片づけられている人がたくさ

んいます。一方で、利用者の心理状

態や体力・ストレス等に注目し、代

替案を考えてくれたり、日中通って

いる施設の個別支援を一緒に見直し

てくれる相談支援員もいます。コロ

ナ禍がいつまで続くのかわからない

中、より一層利用者に寄り添った支

援を受けられるような計画を考えて

ください。 

いただいたご意見を参考に、利用者

の状況に寄り添った計画相談支援が

行えるよう、各障がい者支援センタ

ーへの技術的助言や、民間の相談支

援事業所に対しての研修・連絡会等

による支援体制の強化につとめてま

いります。 

63 相談支援について 

各事業所の専門性に加え、立地の整

備を早急に行ってください。車いす

を利用される方、駅やバス停から雨

にぬれずに行ける場所や車で行く場

合も乗り降りしやすい駐車場の確保

（１、2 台では足りません）。目の

不自由な方も駅やバス停から遠いと

ころは大変危険です。支援センター

の中には点字ブロックの案内がない

ところもあります。改善をお願いし

ます。 

各事業所の支援体制の強化について

は、重点施策９のなかでとりくんで

まいります。また、各事業所の専門

性・障がい者支援センターの利便性

が向上するようつとめてまいりま

す。 
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64 各支援センターに、発達障がい者、

精神障がい者に関して知識や理解の

ある方に従事していただく。また

は、地域で分けるのとは別に、発達

障がい者、精神障がい者専門の支援

センターを作っていただく。現状、

それぞれの支援センターによって得

意分野に差があり、統一感がないよ

うに感じる。発達障がい者、精神障

がい者に対して理解し、寄り添う対

応ができていないところがあり、支

援の格差が大きい。（同様意見他 1

件） 

いただいたご意見を参考に、各地域

の障がい者支援センター間での支援

力を平準化し、利用者に寄り添った

相談を行えるように、各障がい者支

援センターへの技術的助言や研修等

による支援体制の強化につとめてま

いります。 

65 

地域割りの該当地域の支援センター

は、我が家からは交通の便が悪く、

非常に行きづらい。一方、別地域の

センターは徒歩圏内のため、希望に

よってはセンターを移すなど、柔軟

な対応をお願しいしたい。 

申請手続きに関しましては、障がい

福祉課をふくめ、各地域のいずれの

障がい者支援センターでも可能とな

っております。 

相談支援に関する障がい者支援セン

ターの管轄地域については、ご利用

者様の居住の地区によって決定され

ています。ご理解のほどよろしくお

願いいたします。 

66 地域連携協議会がいまだに町田市で

は整備されていないが、障がい者支

援センターごとでは横断的な対応が

難しいのではないか。地域間の相違

はありながら、利用者は市内各地よ

り集まるため、まずは地域・団体・

関係者のムラとズレを埋める努力が

必要ではないか。 

いただいたご意見は、地域生活支援

拠点等の設置にあたり、地域での体

制づくりの施策のなかで参考にさせ

ていただきます。 

67 大人の発達障がいの方が計画相談を

探してもほぼどこもいっぱいです。

計画相談はとても重要な要素なので

発達の人が計画相談をしてもらえる

専門の計画相談支援の事業所を開

設・支援してほしい。 

市内の計画相談支援事業所の支援力

の充実にとりくむとともに、いただ

いたご意見は、計画相談支援事業所

の開設相談の際に伝え、市内ニーズ

に合った事業所の開設が進むようと

りくんでまいります。 
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68 

市内相談窓口発達障がいの診断を受

けている・いないに関わらず、本人

の困り感を話せる、聞いてもらえる

窓口の設置を求めます。 

本計画では、困り事があっても相談

先が分からなかったり、障がい福祉

サービスにつながっていない人に対

する情報提供について検討していく

予定です。いただいたご意見は施策

にとりくむ際の参考にさせていただ

きます。 

５家庭を築くこと・家族を支えること 

69 発達障がい者（精神障がい者）が家

族に対してＤＶ（暴言や暴力）を行

う場合の当事者と家族の支援。具体

的には、グループホームの入所など

町田市の支援制度を申請する時に使

える制度であるケアマネジャー（計

画相談支援）を家族と当事者と関わ

る形でつけられるようにしていただ

きたい。そして、医師、訪問看護、

就労支援センター、家族が関わる

NPO 法人などとケアマネが調整・連

携して当事者の自立に向けて、当事

者と家族のサポートをしていただき

たい。 

本計画の重点施策４では「精神障が

いにも対応した地域包括ケアシステ

ムの構築に向けた保健・医療・福祉

の連携」を掲げ、精神障がいがある

人が地域で暮らせるように、保健・

医療・福祉関係者のネットワーク会

議を設置する予定です。いただいた

ご意見は、施策にとりくむ際の参考

にさせていただきます。 

70 重点施策 11 について 

医療的ケアを含む短期入所の施設が

近くにほしいです。申し込みをして

も既存の施設では入れない事が多い

です。緊急一時についても医療的ケ

アの施設は島田療育センターしかな

く利用している方がいると入れませ

ん。短期入所は１ヶ月～2 ヶ月前の

申し込みの為利用は難しく困ること

が増えています。特に成人の場合は

放課後等デイサービスなど利用でき

る所がないのでとても不便な状況で

す。レスパイトができる所は利用で

きるよう今後も支援して頂きたいで

す。 

重点施策１１においては、レスパイ

トケアを行う短期入所事業所の基盤

整備にとりくむ予定です。 

いただいたご意見をふまえ、医療的

ケアを含む重度の障がいのある方が

利用できる短期入所事業所の基盤整

備にとりくんでまいります。 
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71 
負担の大きい家族への支援 

問題が表面化しないのは家族の犠牲

の下に成り立っていることが多く、

福祉の力を必要としています。助け

を求める人を待つだけでなく、助け

を求める人を探し出してください。 

重点施策１０において課題を抱えつ

つも孤立してしまっている障がいの

ある人・家族に対する情報提供や相

談支援、訪問支援を行っていく予定

です。 

いただいたご意見は施策にとりくむ

際の参考にさせていただきます。 

72 
障がい児や障がい者の家族を支える

仕組みで、レスパイトケアだけでな

く、もっと介入して生活訓練など出

来るような仕組みがほしい。相談が

たらい回しにならないようにしてほ

しぃ。 

「障がいがある人を支えている家族

に対しての相談支援の充実」につい

ても、５ 家庭を築くこと・家族を

支えることの「主なとりくみ」に掲

げております。いただいたご意見は

施策に取り組む際の参考にさせてい

ただきます。 

73 重点施策１１について 

私の働いている事業所では宿泊を伴

わない医療的ケアのある重度障がい

児者レスパイト事業を補助金事業と

して長年町田市でやらせていただい

ております。施策にありますように

きょうだい支援家族支援が必要な方

がいらっしゃるので、短期入所だけ

でなく、日中のレスパイトについて

も施策として出していただけたらと

思います。今現行の制度では市区町

村が行う重症心身障がい児（者）等

在宅レスパイト事業が利用できるか

と思います 

本計画においては、重点施策とし

て、現在不足している重度の障がい

がある人が利用できる短期入所事業

所の基盤整備に取り組む予定となっ

ております。 

ご指摘の「重症心身障がい児（者）

等在宅レスパイト事業」について

は、東京都や他市の状況を研究して

まいります。 

いただいたご意見は、施策に取り組

む際の参考とさせていただきます。 

74 全介助の障がい児が二人いる状況

で、母親である私が突然の入院で身

動きできない状態になった時、入院

期間の緊急一時入所を申請したが不

可の判定だった。ある程度の基準も

設定しないといけないと思います

が、状況次第で必要な時には柔軟に

対応できることも必要かと思いま

す。 

緊急一時入所については個別のケー

スごとに、基準に従って判断を行っ

ております。 

今後も、事案の緊急性を鑑み、実情

に応じて対応してまいります。 
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75 女性の障がい者で結婚・出産・子育

てをしてみたい人もいるのではない

かと思う。そういったこともしてみ

たいと思ったときに、相談できる場

所や支援体制が整っていれば、将

来、人生の選択肢が広がり希望が持

てるのではないかと思う。なので女

性の障がい者に向けた支援体制（病

院との連携、費用補助、車いすで入

りやすい病院など）もより具体的に

示してほしい。 

障がいのある方の出産・子育てに関

して、市では十分な事例把握ができ

ておりません。いただいたご意見を

ふまえながら、次期計画期間におい

てピアサポート事例の研究を行うこ

とを掲げます。 

76 障がい当事者の出産経験、育児経験

者（継続中）としては、ピアサポー

トはもうすでに研究している段階で

はないと思われます。具体的にどう

施策に盛り込んでいくかを明記して

いただきたいです。 

また、既存の障がい福祉サービスの

障がい区分判定で受けられるサービ

スだけではなく、子育て支援も考慮

して通常の福祉サービ以外のサービ

スも受けられるようにして欲しいで

す。 

さらに、妊娠初期からの心のサポー

ト、子育て中の心のサポートは、ピ

アでしかなしえないことと感じてい

ます。そこをきちんと制度化し、住

み慣れた街に住み続けられる施策へ

と繋げていって欲しいと思います。 

当事者による、出産・子育てに関し

てのピアサポートについて市ではま

だ十分な事例把握ができておりませ

ん。いただいたご意見をふまえなが

ら、本計画期間において研究を行っ

てまいります。 

６保健・医療のこと 

77 重度の障がいの車いすの患者が 18

歳以上又は 15 歳以上のこともあり

ますが、小児科の受診を断られるケ

ースが多発しています。その後の医

療とのつながりに不安を感じていま

す。特にてんかんなどの薬の調整が

一番不安で、どこにお願いしたらい

いのか、受け入れてもらえる病院が

いただいたご意見につきましては地

域における医療の提供体制に関する

ものとして「まちだ健康づくり推進

プラン（町田市保健医療計画）」を

所管する部署に共有させていただき

ます。 
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あるのかが全く分からない状態で

す。町田市民病院の中に、ほかの病

院にあるような生涯科があると市民

の安心にもつながると思います。

（同様意見他 2 件） 

78 

町田市民病院にＮＩＣＵができ、助

かる命が増えたことはありがたいこ

とですが、それに伴い市内には重い

障害や医療的ケアがある子どもも増

えています。ぜひ成長後のことも

（保健・医療・日中活動・働くこ

と）考えたプランをお願いします。 

重い障がいや医療的ケアが必要であ

るなど、福祉的な支援が必要とされ

るお子様に関しては、子ども発達支

援計画（障害児福祉計画）を策定し

施策の推進にとりくんでおります。

本計画では、各成長段階における切

れ目のない支援を実現するために、

子ども発達支援計画をはじめ、保

健・医療、教育等の他の部門計画と

の整合性に留意しつつすすめており

ます。障がいがあるお子様の成長後

を見すえた計画になるよう引き続き

検討をすすめてまいります。 

79 重い障がいのある人の中には、てん

かんや内部疾患などいくつもの小児

期発症の疾患を重複していることも

多く、成人期医療への移行が円滑に

行われていません。診察や投薬を地

域でと望む保護者は多いです。ぜひ

「障がいがあっても受診できる市内

の医療機関」について情報提供をお

願いしたいとともに、小児期から成

人まで地域で受診できるような医療

体制をお願いしたいです。 

いただいたご意見のうち、市内の医

療の提供体制に関するものにつきま

しては、「まちだ健康づくり推進プ

ラン（町田市保健医療計画）」を所

管する部署に共有させていただきま

す。また、医療機関に関する情報提

供に関しては、市や関係機関が障が

いがある人の支援をする際に、引き

続き必要に応じて実施してまいりま

す。 

80 町田市民病院が、他病院と連携を強

化してもらえることを希望したいで

す。また、多摩市にある島田療育セ

ンターとも医療面だけではなく、

日々の生活介護事業・グループホー

ムなど生活面でも連携をとれるとよ

いかと思います。 

いただいたご意見につきましては、

町田市民病院における他の医療機関

及び地域との連携に関するご意見と

して、町田市民病院に共有させてい

ただきます。 

81 町田市全体の障がい者の医療発展の

ためにも、島田療育センターのよう

いただいたご意見のうち、市内の医

療の提供体制に関するものにつきま
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な専門の医療機関の誘致をお願いい

たします。また、町田市以外の病院

に通っている人たちも、市民病院や

地域の病院で診察やお薬の処方箋を

書いていただけるよう、働きかけや

仲介を担うとりくみを考えてくださ

い。市内の病院にバリアフリー（心

も含めて）を呼びかける機会を増や

してください。夜間の救急でもたら

いまわしにならないようにするには

どうしたらよいのか、医療的ケアの

ある人・家族と一緒に考えてくださ

い。（同様意見他 1 件） 

しては、「まちだ健康づくり推進プ

ラン（町田市保健医療計画）」を所

管する部署に共有させていただきま

す。また、市内の病院へのバリアフ

リー（心も含めて）の呼びかけに関

するご意見につきましては、障害者

差別解消法の普及啓発にとりくむと

ともに、法に基づく相談の機会等を

通じ既存施設のバリアフリー化を含

む環境の整備や合理的配慮について

の助言等にとりくんでまいります。 

82 

市民病院に手話通訳を設置してほし

い。 

本計画では、市内の医療機関や金融

機関、商業施設などに対し手話通訳

の設置を要請することを重点事業と

してかかげ、とりくみをすすめてま

いります。 

また、いただいたご意見につきまし

ては、町田市民病院に共有させてい

ただきます。 

83 

新型コロナで町田の保健所が市役所

内にあることを初めて知りました。

もっと市民に保健所の場所を知らせ

るようにお願いします。 

保健所につきましては、市のホーム

ページや障がい者サービスガイドブ

ック等の各種媒体で周知を図ってお

ります。いただいたご意見につきま

しては、今後の参考にさせていただ

きます。 

７情報アクセシビリティのこと 

84 緊急連絡（手話通訳）に至急連絡し

たいが、都合の良い人がわからな

い。連絡してもすぐに返信が来ず、

都合が悪くて来られないと次の人を

探すのが大変である。何人かに連絡

しても対応してもらえない。連絡先

が 1 本でＦＡＸ送信して探してもら

い、決まったら連絡してもらうシス

テムがよい。自分で見つかるまで探

せというイメージはよくない。 

市役所で通訳者を手配することがで

きない閉庁時間帯の緊急連絡のた

め、現在は市や業者等による調整が

難しい状況となっております。連絡

方法に関する課題のご意見として承

ります。 
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85 

公共からの郵便物に点字もしくは音

声コードの添付 

視覚障がい者に墨字で送付されても

見ることができません。点字または

音声コードの添付により、申請ミス

や納税ミスを防止 

市では、職員向けに情報発信のルー

ルをまとめたマニュアル「印刷物等

のユニバーサルデザインルールブッ

ク」を活用し、職員向け研修等にお

いて、周知を図っております。一部

の部署では、点字等によるお知らせ

の送付を実施していますが、市全体

でさらにとりくんでいく必要があり

ます。 

86 

重点施策 13 の「手話通訳の普及促

進」について 

①20 年度の現状値が「設置要請」

であれば 21 年度～23 年度の目標値

には「設置」という言葉が入るので

はないでしょうか?設置要請は目標

(成果)にはならないです。 

②設置要請ではなく、真のニーズは

ろう者が意思疎通をとる場面におい

て、手話の対応ができる人を計画的

に増やすことではないのでしょう

か? 

①手話通訳者の設置などの合理的配

慮は各事業者が行うこととなってお

り、市が設置することはできませ

ん。現在、市では、警察・裁判所・

学校・病院といった人権や生命に関

わる機関に設置を要請しています

が、本計画期間ではこれらの機関に

加え、金融機関や商業施設などにも

範囲を広げ設置要請をおこないま

す。なお、素案の内容を分かりやす

くするため、事業概要と目標値の文

章を修正いたします。 

②意志疎通の支援人材については、

登録試験の開催や養成講座の支援を

通じて、人材確保・技術向上に努め

てまいります。とりくみの方向性は

「７ 情報アクセシビリティのこ

と」に記載しております。 

87 最近、聴覚障がい者の通信装置とし

てテレビ電話利用が増えています。

来年 4 月から政府が認めた 24 時間

電話リレー代理サービスが実施する

のでテレビ電話として通信装置の聴

覚障がい者の日常生活用具が適当で

す。町田市以外は対象がＯＫになっ

ています。 

日常生活用具の品目の見直しについ

ては、近隣区市町村の状況等を注視

しながら検討してまいります。 

88 今は、情報を求めないと得られない

ことが多いです。病院や金融機関、

商業施設などで情報がえられるよう

「７ 情報アクセシビリティのこ

と」のとりくみの中で、障害者手帳

をもっていない人や、サービスや支
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な施策が検討されていますが、もっ

と行政からアプローチしてもらえた

らと思います。自発的にできない環

境や状況の人にも必要な情報を積極

的に届けるようになればと思いま

す。 

援機関を利用していない人も情報を

取得しやすくなるよう、わかりやす

い内容での情報提供につとめてまい

ります。 

８生活環境と安全・安心のこと 

89 点字ブロックや音響用信号、ガイド

レール・スロープなどの設備が不十

分です。一人で行動せざるを得ない

ことも多く、怖さや歩きにくさから

外出をためらってしまいます。公共

施設への点字ブロックの設置は一人

歩きには必須ですが、たくさん行動

する場所だけでなく住んでいる地域

でも行動しているのです。予算が割

り当てられず設備がないところで、

不便を感じながら生活しています。 

よく利用するバス停付近は病院・薬

局・コンビニの駐車場への車の出入

りが頻繁で、ヒヤリとすることもし

ばしばです。町田市に多いレンガの

歩道は、障がい者はもとより、高齢

者やベビーカーにも不評です。もの

すごく揺れるので車いすもつらく

て、細い裏道を使ったりするので危

ない思いをします。視覚障がい者や

車いす利用者が、もう少し安心して

くらせないものでしょうか？（同様

意見他 3 件） 

まずはバリアフリー構想の計画に沿

って地区ごとに整備を進めますが、

生活圏内の設備の課題も含め、長期

的に計画を立てながら整備にとりく

んでまいります。 

レンガ調の歩道（インターロッキン

グ舗装）については、車いすの走行

などバリアフリー面を配慮した基準

で整備しております。揺れがひどい

場合は、舗装の整備不良や破損が生

じている可能性もあるため、個別に

市へご相談ください。 

90 車椅子利用のドライバーの場合、運

転席ドアを全開にしないと、車椅子

で運転席まで入れません。近年コイ

ンパーキングが増えていますが、そ

の殆どが車いす対応ではありませ

ん。乗降できるスペースがあって

も、運転席側にロック板があると車

椅子を置けず利用できません。コイ

市では、町田市福祉のまちづくり総合

推進条例等に基づき、駐車場における

障がい者駐車区画の整備を促進して

います。ロック板が設置されているコ

インパーキングでの障がいがある人

への配慮については、現状ではバリア

フリー法等における規定はありませ

んが、障害者差別解消法に基づくとり
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ンパーキングにも車椅子優先スペー

スを設置する等、行政としての働き

かけは出来ないものでしょうか？ 

くみとして、合理的配慮やバリアフリ

ー化を含む環境の整備について助言

等をおこなってまいります。 

91 

学校内は階段だらけです。保護者が

身体に障がいがある場合、そのあた

りのことがネックになり保護者が保

護者会や参観日を遠慮してしまう場

合もあるのではないでしょうか。学

校につくまでの苦労を考えただけで

もつらくなってしまいます。 

学校側の障がい理解・合理的配慮が

第一に必要と考えます。本計画で

は、広く市民・事業者（公的機関も

含む）に障がい理解を広げる啓発活

動にとりくんでまいります。設備整

備については、学校施設バリアフリ

ー化に関する国の動向などもふまえ

ながら、ご意見を参考にさせていた

だきます。 

92 

「福祉輸送(介護・福祉タクシー、

有償運送事業者)情報などの外出支

援情報を知ることができます」とい

う記述は、問題がないかのような印

象を与え、きわめて不適切。介護福

祉タクシーは事前予約制で高い、UD

タクシーも予約したり呼んだりする

と高いことをご存じですか？やまゆ

り号などの福祉輸送サービスは、予

約期間や利用時間に制限があり、申

込者が重なれば断られる。休日は会

員でないと使えず、会員になるには

負担が大きい。 

民間事業者が実施する福祉輸送、タ

クシーは、各事業者が料金や会員制

等の利用方法を設定しています。 

なお、市補助事業のやまゆり号運行

サービス及び市民外出支援サービス

（あいちゃん号）の利用について

は、単独で公共交通機関の利用が困

難な方を対象に、広く多くの方にか

つ公平に利用していただくため、利

用対象者や利用回数等を定めていま

す。また、限りのある運行台数にお

いて、可能な限り利用者の希望に添

えることができるよう、予約のコー

ディネートに努めております。 

いただいたご意見をふまえ「２ 暮

らすこと」の分野にて、障がいがあ

る人の移動を保障するための方策の

あり方を検討してまいります。 

93 鉄道では車いすあるいは視覚障がい

者に対して援助者がいますが、車い

すの場合降りる駅への連絡やスロー

プの担当を呼ぶなど 2-30 分かか

り、思った時間に乗れません。 

また、バスには援助者がいません。

せめて町田バスセンター及びターミ

ナルに援助者を配置して混雑した場

民間事業のため、いただいたご意見

は関係事業者に伝えていくほか、差

別解消法に基づく合理的配慮につい

ての助言等にとりくんでまいりま

す。 
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所より階段、エスカレーター、鉄道

への誘導をお願いしたい。バス運転

者が慣れていない、迷惑そうにす

る、ひどい時は怒鳴られたりしま

す。 

94 コロナ禍の中で、相手との接触等を

避ける行動を視覚障がい者が判断す

るのが難しいです。交通事故を避け

る瞬時の行動は人間の判断が一番と

考えます。通学や通勤に同行援護を

使えるようにしてほしいです。予算

のことがハードルを上げ、私たちの

安心が保証されていません。有効な

判断を進めていただきたい。 

通学や通勤については広域的な課題

であるため、国や東京都への課題提

起・要望行動について検討していく

とともに、引き続き、他のサービス

も含めどのようなことができるか研

究してまいります。 

95 車椅子利用者優先の駐車スペース

に、本来必要のない人が車を駐車し

てしまい、本当に必要な人が利用で

きないことは多々あります。駐車禁

止等除外標章を持っていても、安全

に・安心して駐車できる場所は極々

少ないものです。 

駐車や駐輪などのマナーの向上につ

いては、広報や啓発活動を実施して

まいります。 

96 避難所に行くことがかなり困難な状

況です。自宅にいても気にかけても

らえることがわかるようにしてほし

いです。避難所に行くことの難しい

方がたくさんいるため、個々に対応

できる支援をお願いします。 

スムーズに自宅から避難所まで移動

できるように送迎サービスの仕組み

を作っていただきたい。（同様意見

他 1 件） 

市では、災害発生時に自ら避難する

ことが困難な方であって、その円滑

かつ迅速な避難の確保を図るために

特に支援を必要とする方（身体障害

者手帳１級２級、東京都愛の手帳１

度２度、要介護度３から５のいずれ

かに該当している方）を対象とした

「避難行動要支援者名簿」を作成

し、平常時から関係機関や地域等と

名簿を共有しています。なお、災害

発生時は、個別の移送という形では

なく、名簿を共有する関係機関や地

域等における重層的な避難支援体制

の構築に取り組んでいます。 

いただいたご意見は、今後、避難支

援に関するとりくみを推進する際の

参考にさせていただきます。 

97 大雨情報、避難情報はメールで受信

でき情報は伝わるようになっていま

す。しかし実際に逃げられる状況に

ない方々への支援はどのようになっ

ているのでしょうか？支援につなが

っていない手帳所持者の方々へ災害

時の避難方法など、支援センターを
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中心に考えていただけたらと思いま

す。 

98 

避難行動要支援者名簿に名前が掲載

されていることを本人に知らせてく

ださい。自治会等に協力の呼びかけ

をする場合、どんな協力が必要かを

伝えなければ的確な準備ができませ

ん。そのためにも本人への確認が必

要です。国の決まりで不可能ならば

町田市独自の名簿を作成してくださ

い。災害時に本当に役立つ名簿が必

要です。 

身体障害者手帳１級２級、東京都愛

の手帳１度２度、要介護度３から５

のいずれかに該当している方を対象

とした町田市独自の「避難行動要支

援者名簿」を作成し、関係機関等

（町内会・自治会においては提供を

希望する団体のみ）と共有している

ことは、市ホームページ等において

周知をしています。なお、町内会・

自治会における災害時の要配慮者へ

の支援方法等は、それぞれ地域の実

情に応じて各々取り組んでいるとこ

ろですが、その取組等をさらに進め

るため、市では「町内会・自治会、

自主防災組織の災害時における要配

慮者把握マニュアル」を作成し、地

域に取組の浸透を図っているところ

です。 

99 
昨年の台風の際、当事業所が避難所

として会員の重度障害者を受け入れ

ることがありました。これが長期に

なった場合、一事業所では限界もあ

り、避難の支援に残ることなど多く

の職員は難しくなる。一事業所の頑

張りを当てにするような防災対策で

はなく、公の避難所に避難するのが

困難な障がい者を大きな箱ではな

く、計画的にまた地域事業として、

日頃から支援している各事業所と支

援センターや役所が連携して、障が

い者の防災支援ができるように、計

画を立て予算建てして欲しいです。 

避難施設の体制としては、地域の学

校等が避難施設となり、福祉事業所

等は二次避難施設として機能しま

す。事業所内での活動中に災害が発

生した場合は、事業所ごとで避難支

援をおこなう必要があります。ご意

見のように一般の避難施設ではない

事業所等での自主的な避難者の受け

入れを含め、市役所との速やかな情

報伝達・長期化した場合の二次避難

施設移送に向けた連絡調整等の仕組

みづくりが必要と考えます。公の避

難所に避難できない人については、

避難行動に関する支援としてとりく

みをすすめてまいります。 

100 避難所の数が少なく、１ヶ所に人が

集まる。健常者なら、人込みや狭い

ところを移動することもできるが、

避難施設内の環境については、重点

施策 16 の中で、障がいがある人に配

慮したスペースの確保など避難体制
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障がいがあると、狭く混んでいる場

所の利用は難しい。また、車いす対

応のトイレが１つしかなかったり、

自宅から行きにくい場所にあると利

用しづらい。坂の上にある避難所で

は、車いす利用者は行くのが難し

い。災害時に使えるように開設され

るのが避難所なので、すべての人が

使いやすいものにしてほしい。 

の充実にとりくんでまいります。車

いす対応のトイレはどの避難施設も

多くはないため、ポータブルトイレ

などの備品を各避難施設に配備する

必要があると考えます。また、避難

行動要支援者名簿をもとにした避難

行動の支援体制づくりや、災害時等

支援バンダナの活用をすすめてまい

ります。 

101 

障がい種別に特化した避難所や避難

方法を確立してほしい。(例:行動障

がいがあっても過ごせるスペースの

ある避難所、聴覚障がい者に合わせ

た手話通訳や要約筆記者のいる避難

所） 

障がいがある人の特性に配慮した支

援・情報伝達をおこなう体制をとと

のえるほか、障がいがある人の避難

施設における生活環境を保護し、特

性に応じた適切なケアをおこなえる

ようにとりくんでまいります。いた

だいたご意見はこれらの施策を具体

的に進める際に参考にさせていただ

きます。 

102 障がい者支援センター（地域生活支

援拠点）で面的整備を図り一時緊急

避難所としての機能を持つ目標です

が、市内 5 か所でまかなえるとは思

えません。実際の状況と大きくかけ

離れたことを載せた、言葉だけの計

画になっていないでしょうか？ 

地域生活支援拠点としての役割は、

災害時の避難所としての機能ではな

く、家族や介護者が急に不在となっ

た時の短期入所や緊急受入れ先の調

整を行う役割となっております。 

103 

二次避難所になっている施設でもト

イレの簡易ベッドやバッテリー等、

設備が整っていないところがありま

す。地域との連携や二次避難所の連

絡会等、設備と合わせて支援してく

ださい。自宅での安全な避難の仕方

や準備しておいた方が良いもの等の

情報提供も助かります。 

物資については、二次避難施設の開

設の際に一次避難施設（一般の避難

施設）から移送します。支援の性質

上特に設備が必要な人に対しては、

個々に対応し、設備のある二次避難

施設に移送できるよう検討いたしま

す。また、二次避難施設の連絡会等

は現在も実施しております。 

いただいたご意見は、施策の参考に

させていただきます。 

９ 差別をなくすこと・権利を守ること 
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104 いよいよ町田市でも障がい者差別を

解消するための条例を制定されると

のこと。東京都や他県他市でもすで

に制定されておりますので、それら

を参考に、町田市独自のより良い条

例を 1 日でも早く制定していただけ

るようお願いいたします。 

障がい者差別の解消や障がい理解の

促進につながるよう、他自治体の先

行事例を参考にしながら、条例制定

に向け検討をすすめてまいります。 

10 行政サービスのこと 

105 広報に様々なイベントや各種公共・

商業施設の案内がのるが、すなわち

障がい者の参加・受け入れが可能か

はわかりにくい。少なくとも市の広

報や学校・大型商業施設、レジャー

施設の案内に具体的な可否について

の情報を明示し、受け入れの情報開

示数をモニタリングしつつ、増やし

ていけるように方策を具体化しても

らいたい。 

市の広報では、イベントなどの案内

で対象者の記載も行っております。

対象者が限定されていない場合は、

障がいの有無に関係なくすべての人

の参加や受け入れが可能です。障が

いがある人がイベントの参加や施設

の利用に困ることのないよう、全庁

的に障がい理解を深め、適切な配慮

と支援をおこなってまいります。 

106 なぜ発達障がいという障がい名が市

役所窓口に表示されないのか。確か

に知的、精神でもダメではないので

すが、多様な表現も必要と思う。時

代は変わってきているので昔ながら

の表示を変えて、よりわかりやすく

具体的に表示してほしい。窓口等に

発達や高次脳機能などのパンフレッ

ト、チラシを置いてほしい。 

市は、障がいの種別にかかわらず広

く対応しているため、窓口に障がい

種別を掲示しておりません。また、

パンフレットやチラシについては、

お問い合わせに応じてお渡しするな

ど、窓口での情報提供に努めてまい

ります。 

107 福祉課内でも全く違う業務からの人

事異動が頻繁にあるため、専門知識

に欠ける職員さんも見受けられま

す。福祉の現場では長い見守り役が

必要とするため、福祉関連に限定的

な異動に定め意識向上を図ってほし

く思います。 

市では、専任職制度として障がい福

祉課を含めた福祉部門に限定した異

動となる職員を配置しております。 
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108 以前に福祉課の手話通訳に関して、

失礼な対応をされ嫌な思いをした。

通訳者が別の窓口で対応していたた

め受付を長時間待ち、実際の対応で

は待たせた謝罪もなく要件を聞かれ

たり、話し方が悪いこともあった。

窓口対応の改善をしてほしい。 

いただいたご指摘については、改善

に努めてまいります。 

109 役場のＦＡＸ番号は 050 ではなく

042 のものにしてほしい。ＦＡＸ送信

エラーがよく発生するので。 

町田市役所では、電話回線、専用機

器、用紙を必要とする従来のＦＡＸ

をより効率的に運用するため、全庁

的にインターネット回線（050）のＦ

ＡＸを導入しております。042 の番号

への変更は難しい状況ですが、ご意

見として承ります。 

110 

町田の福祉予算、民生費について推

移や財政比率、近隣自治体との比較

などを通じ当事者にもわかるよう情

報提供すべきである。 

町田市の予算については、民生費な

ど予算の内訳も含め町田市ホームペ

ージ、広報で情報提供をおこなって

おります。また、他自治体との比較

は東京都がホームページ等で公表し

ています。 

11 理解・協働のこと 

111 
身体が不自由なため、保護者会や父

兄参観等に参加する際に車を利用す

るのですが、学校の方針が変わり駐

車場が利用できなくなりました。学

校もいわば公共の施設だと思います

ので、駐車場利用は障がい者はいつ

でもできるようにしていただきたい

と思います。 

いただいたご意見につきましては、

学校を所管する教育委員会に情報共

有させていただきます。 

本計画におけるとりくみとしまして

は、「障がいがある人が感じておら

れる困難（社会的障壁）」や「障が

い」について、広く市民・事業者

（公的機関も含む）に理解を広げる

啓発活動にとりくんでまいります。 

112 文部科学省も教育委員会による障が

い者雇用が不十分であると述べてい

ます。町田市の教育委員会での障が

い者雇用の実態はどのようなもので

しょうか。また、小中学校ではどの

くらいの障がい者の方が働いていら

っしゃるのでしょうか。大人である

私たちが、まず身近に障がいのある

小中学校で働く職員も含め、町田市教

育委員会には障がいがある職員が複

数在籍しています。2020 年度の町田市

教育委員会の障がい者雇用率は、

2.43％であり、教育委員会の法定雇用

率 2.4％を達成しています。 

今後も市役所全体の法定雇用率達成

に向けて、引き続き障がい者雇用の
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方とともに働き関係を築き多様な人

を受け入れる経験をもつことによっ

て、教育の現場でもその経験が生き

てくるのではないかと思います。 

推進に取り組んでまいります。いた

だいたご意見はその際の参考にさせ

ていただきます。 

113 
現存するボランティアの発達障がい

者家族会に対して関わってくださっ

ている支援者ヘの謝礼金の助成。 

いただいたご意見につきましては、

今後の参考にさせていただきます。 

114 

重くても単一の障がいと最重度でな

くても重複した別々の障がいを持っ

ているのとでは、周りに溶け込むこ

とに関してはどちらができやすいか

は明らかだと思う。障がいに限らず

「大多数の人と同じ」ではない人が

少しでも生きやすいようになってく

れたらありがたいと思います。 

障がいは個別性の高いもので状況は

人によってさまざまあることを認識

しております。 

本計画では障がいがある人に関する

施策を記載しておりますが、その実

施にあたっては、さまざまな障がい

や個別の状況に配慮してすすめてま

いります。いただいたご意見につき

ましては、今後の参考にさせていた

だきます。 

115 支援者の人材確保が難しくなってい

ます。人材育成も介助を継続してい

くための大切な要素です。こちらへ

かける費用が削られることがないよ

うにお願いいたします。 

支援人材の確保・育成に関しては課

題として認識しております。 

「理解・協働のこと」の分野におけ

る重点施策として支援人材対策事業

にとりくんでまいります。 

いただいたご意見は今後の参考にさ

せていただきます。 

116 福祉人材の育成に力を入れてほし

い。今はどこの事業所もヘルパー不

足だというが、多くの障がい者はヘ

ルパーがいないと自由に自己選択と

自己決定をする生活自体が成り立た

なくなってしまう。なので、福祉の

講習会などを開いて幅広い年齢層が

福祉分野に興味を持てるように取り

組んでほしい。 

117 

市職員、教員全員への人権啓発を徹

底するべきではないか。 

本計画では、人権啓発に関すること

として、障がいや障がい者差別につ

いての理解促進と普及啓発にとりく

んでまいります。 

いただいたご意見はその際の参考に

させていただきます。 
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118 市役所の方も、市議会議員の方も、

「障がい者」になる日を作ってみて

いただけませんか？一日朝自宅から

帰宅するまで、車椅子体験、目が見

えない体験、耳が聞こえない体験、

ついでにベビーカーを使ってみるな

どです。 

行政に携わる人間の障がい理解が重

要であることを認識しております。 

いただいたご意見につきましては、

「理解・協働のこと」の分野における

重点施策である理解促進研修・啓発事

業に取り組む際の参考にさせていた

だきます。 

119 世界自閉症啓発デー、発達障がい啓

発週間に合わせた取り組みをしてほ

しい。10 月の乳がん予防月間に、

中央図書館での特設コーナーの設置

や、ピンクリボンを活用した普及啓

発活動、ライトアップ、ポスターの

掲示などの活動が行われたが、発達

障がい啓発週間にも、ぜひプルーの

シンボルカラーを使った、同様の取

り組みをお願いしたい。 

いただいたご意見につきましては、

「理解・協働のこと」の分野におけ

る重点施策である理解促進研修・啓

発事業に取り組むさいの具体的な提

案として受け止めさせていただき、

今後の参考にさせていただきます。 

120 発達障がいの子を持つ親の会、当事

者（成人年代）の会を立ち上げてい

ただきたい。かつて成人期発達障が

い者の家族グループがまちプラの前

身コラボでありました。発達に特化

した理解しあえる会でした。そうし

た場となる当事者会や親の会は自費

運営されていることが多く、維持継

続が苦しいのが実情です。市の支援

サービス情報の一つとして当事者

会、親の会を紹介していただき、場

所の確保を求めます。（同様意見他

４件） 

障がい者サービスガイドブック等を

通じ、当事者会や親の会の情報提供

に引き続きとりくんでまいります。 

いただいたご意見は今後の参考にさ

せていただきます。 

第 3 章 計画の実現に向けて 

121 計画の推進のために…④庁内の連携

と市職員の意識向上について 

以前、市職員の言葉に辛い思いをし

たことがあります。この内容はぜひ

取り組んでほしいことです。「当事

者の思いを想像できる余裕」があれ

ば実現できると思います。 

障がい理解や障がい者差別の解消に

むけた取り組みの一環として市職員

の理解促進にとりくんでまいりま

す。いただいたご意見はその際の参

考にさせていただきます。 
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その他 

122 昨年実施の実態調査に参加いたしま

した。その時の調査票や今回の概要

版を読んで感じたことですが、文章

にふられたルビは誰を対象にしたも

のでしょうか？知的に障がいのある

人は、ルビがふられても内容を理解

できないことがあると思います。最

近は外国人の為に「やさしい日本

語」で表記する自治体が増えていま

す。この表記は、外国人だけでなく

障がいのある人や高齢者にもわかり

やすくなっています。町田市でも是

非進めてください。 

知的に障がいがある人等にも本計画

の内容が理解しやすいものであるこ

とが重要であると認識しておりま

す。いただいたご意見につきまして

は、わかりやすい計画を策定するた

めに参考にさせていただきます。 

123 

こういうものの作成にも障がい者を

含めたスタッフでお願いしたい。 

ご意見いただいた内容は重要なこと

として認識しております。市では、

障害者権利条約のスローガン「わた

したち抜きに、わたしたちのことを

決めないで」を大切に考えていま

す。 

本計画の策定にあたっては、その作

業を町田市障がい者施策推進協議会

の障がい者計画部会でおこなってま

いりました。この部会は障害者権利

条約の理念を念頭に、過半数を障が

い当事者と当事者家族で構成してお

ります。 

124 

（質問）町田市障がい者施策推進協

議会の構成メンバーとそのプロフィ

ール、選ばれた理由を教えてくださ

い。その会に希望すれば当事者やそ

の関係者支援者も参加同席すること

は可能でしょうか。 

町田市障がい者施策推進条例に基づ

き、障がい者施策に関して学識経験

を有する方や各分野（福祉、保健・

医療、経済、教育、雇用など）にお

いて有識のある団体（障がい者団体

を含む）から推薦いただいた方に就

任いただいています。委員名簿等に

つきましては、町田市ホームページ

で公開しております。 

（トップページ→医療・福祉→障が

い者のための福祉→障がい福祉課か
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らのお知らせ→町田市障がい者施策

推進協議会） 

 

また、現在、障がい当事者の方を含

め、公募委員の募集は行っておりま

せんが、ご希望の方は会議を傍聴い

ただくことが可能です。 

 


